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学校名 

 

福岡市立勝馬小学校 

 

 

報告者 

田中 展史（校長） 

（連絡先 TEL： 092-603-6615        ） 

 

寄贈品 

カヤック、カヤック運搬カート、パドル、救命胴衣、ヘルメット 

活用状況   

（使用者、使用内

容、使用頻度等） 

福岡市志賀島北部に位置する勝馬小学校は、150 年近くの歴史があり、へき

地・複式・小規模校の学校で現在 39 名の児童が在籍している。豊かな自然（海、

川、山、田畑）に恵まれた環境を活かし、特色ある教育活動に取り組んでいる。そ

の１つが、学校裏手にある海岸での“カヤック学習（生活科／総合的な学習の時

間）”である。 

本年度は、令和 4年 5月から 6月にかけて計 8時間、全児童（39名）が活用し

ている、また職員の事前研修にも活用した。 

 

申請当初の 

目的達成状況 

カヤック学習充実、安全確保の面で、十二分に目的が達成された。 

 

教育的効果につい

て所見等 

艇数が確保されることで、カヤックに乗って海を感じる体験回数が増え、学校と 

して取り組んだ目的（勝馬の自然（海）と直接触れ合う事によって勝馬のよさに改

めて気づき、自然を守っていこうとする心情を育てる。自分の力で漕ぎ通させる事

で、精神的・肉体的にたくましい子どもを育てる。）目標・ねらい（カヤックに怖がら

ないで乗ることができる。（低学年） 自分の力でカヤックをこぐ事ができる。 （中学

年） 状況に応じてカヤックを動かす事ができる。に到達でき、より学習効果が高ま

った。また、保護者も高評価であった。 

 

 

 



 活用状況の写真等（当日の様子など） 

 学習の様子  ▽海岸へ移動             ▽カヤック学習 

 

 

 

 

 

 

 

学習のふりかえり（１年生児童） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活用見通し・課題 

○自然相手の学習活動のため、結果中止延期することが多かった。活動計画予定を見直しカヤック学

習を深めていく 

○教育計画上（他の行事、児童の体調、時期）どうしても使用時期が限定される。 

○ヘルメットについては、他学習（本校は全校一輪車を取り入れている）で活用した。 

 


